
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
学校教育目標  学びあう一中   鍛えあう一中   尽くしあう一中 

 

2011 年。新しい年！平成になって 23 年目にな

りました。1月６日から “一中の営み”が生徒の

歓声とともに再開しました。校舎の改築もずいぶ

んと進み、左の写真のように、外装はほとんど完

成に近い状態になりました。現在は、向かって左

手の校舎棟（職員室、事務室、コンピュータ教室、

音楽室等）の内装工事が進められています。 

落ち着いたベージュ色のどっしりした感じの

する学舎になります。完成が楽しみです。２月の

末には、現在仮住まいしているＡＢＣ学級や音楽

室、コンピュータ教室、職員室、事務室、校長室

などが向かって左手の校舎に引っ越します。正面

玄関もその校舎になりますので、どんな感じの玄関になりますか、楽しみにしてご来校ください。 

皆様のご来校を本年もお待ちいたしております。 

                               本校創立開校以来 63 年の大き

な歴史と伝統に幕を降ろすとき

が迫ってきました。生徒たちは、

そのことへの思いを、同窓会諸

先輩の方々や地域の皆様方など

に伝えていこうと、写真のよう

な「ことば」と「絵」を記し、「酒

田第一」として、地域の皆様に

支えられ、守られ、愛された中

学校のすばらしさを、最後の在

校生として大事にし、一日一日

を“一中の有終の美を飾る”と

いう気持ちをもって生活してい

ます。これは、その気持ちの表

れのひとつです。 

 

 

寒～い寒～い朝！ 大雪の除雪に生徒の自主的な取り組みがあります 
生徒会の委員会などを核にして、生徒の自主的な除雪活動がうれしい。今朝も応援委員会の生

徒が校門から玄関までの広い敷地をスノーダンプや雪はねを使って除雪してくれました。 寒い

冷たい風のなかで、心温かい笑顔が交わされるうれしいひとときです。登校してくる生徒のあい

さつも、そのおかけで心地良く響き交わされます。一中生はいいな～！と感じます。 

校章について 
 大正４年１月１日制定された「酒田町章」に第一中

学校の「一中」を中央に冠す。 
 酒田町章は、全体として港都の象徴として錨を図案

化したもので、酒田の行政を掌る「士」「農」「商」

「工」にも通ずる文字感覚を含む重厚なデザイン。そ

の後そのまま酒田市章として用いられた。 
酒田一中 学校だより 

平成 23 年 1 月 21 日 
校長 池田 誠晴



 生徒朝会での給食委員会の発表 

食事の大切さ 健康と食事からの栄養摂取  好き嫌いのない食事を！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 給食委員会は、食事がこんなに大事なものということを全校に伝えて

くれました。多くの資料を準備して（写真のように）栄養素と食べも

のの関係を丁寧に説明し、給食も残さずに食べようと呼びかけました。

残さず食べようキャンペーンの取り組みで第1位になった2年1組は、

給食委員長佐藤さんから賞状をいただきました。 

登校下校時の指導事項 
 雪道での生徒の登下校がとても心配です。最近は車が優先の世の中になって、歩く人は車以上に大

変なことを感じていると思います。歩く人も車を運転する側から見れば、列をなして危なくてしょう

がないと言いますし、わたしもそのように感じます。 

生徒には、通勤の途上によく声をかけます。「右側を歩いて！広がらないで・・・・」「狭いから 1

列になって歩いて・・・・」などと。今朝も登校する多くの生徒に車の窓を開けて声をかけました。

一中生は、言ったことを聞いてくれますから、交通事故での負傷もほとんどありませんが、自分から

安全な歩行はまだまだです。他への気遣いのある登下校をしてほしいと願っています。 

新年早々の大雪の状態から、次のことを指導しています。何より安全で、健康で、元気に過ごすこ

とから全て始まりますから・・・・・。 

ご家庭や地域の皆様にもお知りいただき、生徒に遠慮なく声をかけてください。 

 

 １．待つ    ２．譲る   ３．見守る（手助けする） 

 
地域の方（以前保護者の方）からのご質問・ご意見について 
 
 一中を大事に思ってくださる方からお手紙をいただきました。その中にこのような質問がご

ざいましたので、お答えいたします。 

「自動車通学を認めているのですか？ 生徒が学校の近くまで車で送ってもらう姿を見るの

だけれど・・・・。以前は歩いて通学することになっていたのに・・・・」という内容。 

 一中は、これまで同様に、生徒はみんな徒歩通学です。自転車は特別な校外活動のときにだ

けですし、自動車での通学は認めていません。学校まで、また学校近くまで生徒を車で送って

いる家庭があることは知っています。その中には、骨折等のけがをしたため送迎をしてもらわ

なければならない生徒も居ます。ただ、お手紙の内容にあったのは、そのような状態ではない

ものと思いますので、何かしら家庭や生徒の都合があったものではと思います。 

 学級担任にも手紙の内容を知らせ、生徒の様子を見てもらっています。 

安易に車で送ってもらい楽をしようとする生徒はいないものと見ていますが、 

わたしども学校職員で把握できていないことがありましたら、このようにお知 

らせいただければ幸いです。今回は封書にお名前がございませんでしたので、 

“学校だより”で回答させていただきます。 


